
 

 

 

外部へのメール送信に際しての情報（メールアドレス）流出について 

 

浜田高等学校において実施される地域との交流行事の参加予定者に対して、当該校の担当者が開催時

間等の連絡メールを送信した際、送信先全員のメールアドレスが表示される形で一斉送信する事案が発

生しました。 

関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 

 

１ 事案の概要 

  地域との交流行事の参加予定者に対して、当日の開催時間等の連絡メールを送信した際、本来送信

先が分からない「ＢＣＣ」で送信すべきところ、誤って「ＴＯ（宛先）」で送信した。 

 

２ 流出した情報 

 メールアドレス 42件 

 

３ 事案の経緯 

・ 10月 26日（月）11時 5分と 11時 17分に、２グループに分けてメールを一斉送信 

（メールの内容は、参加者に対する開催時間や場所に関する連絡）  

・ メール送信直後に、同所属職員からの指摘で事案を把握 

・ 当該メールを受信された方全員に対し、メール誤送信に関するお詫びと当該メールの削除をお願

いするメールを送信 

・ 本日、交流行事に参加された方に直接謝罪  

 

４ 発生原因 

  島根県の行政パソコンのメールシステムは、複数の外部メールアドレスに送信する際は自動的に「Ｂ

ＣＣ」で送信されるよう改良済みであるが、本事案では島根県教育委員会の教職員用パソコンのメール

システムを利用しており、複数の教職員で行うべき送信先設定の確認を怠っていたことによるもの。 

 

５ 再発防止策 

・ 令和９年１月から導入する新たな教職員用パソコンのメールシステムは、複数の外部メールアド

レスに送信する際は自動的に「ＢＣＣ」で送信できるようになることから、それまでの間に、複数の

外部メールアドレスにメール送信する際には、既に改良済みの行政パソコンを使用するよう徹底す

る。 

・ 所属内で改めて情報セキュリティに関する研修を実施する。 

令 和 ８ 年 1 0 月 2 7 日 

島根県教育庁教育連携推進課 
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